
















地として引き続き土地利用されてきたこと

が推測されます。 地区の中で、 劇的な変化

が読み取れるのは、 現在の中央公民館長町

館 ・ 長町緑地 ・ 老舗記念館がある辺りで、明

治 38年 (1905)に、 いくつかの武家屋敷がま

とめられ、 長町尋常小学校の新校舎が塩川

町に完工しています。 その後、 昭和 29 年

(1954)には中央通りが開通し、 昭和 36 年

(1961)には、 長町小学校が改築されました。

また、 聖霊病院の建設も大きな変化と言え

ます。 大正 3 年 (1914)に、 ドイツ人宣教師

ョゼフ ・ ライネルス神父が、 結核患者が多

く医療施設も整っていない当地の現状に心

を痛め、 カトリック系病院を設立したのが、

現在の金沢聖言総合病院です。 江戸時代に

は浅加家、 竹田家の土地があった場所でい

ずれも石高が高い大きな屋敷地をもった武

家屋敷であり、 約 2,000 坪の土地がまとめ

て確保できたことも病院施設の建設に適し

ていたことが推測されます。 現在、 県指定

文化財に指定されている聖堂は詔和6年

(1931)に建てられてもので、大正 3年 (1914)

に建てられた病院本館についても古写真か

ら洋風建築であることが分かり、 伝統的な

家屋が多く残るこの地においては、 近代化

大屋家古写真 大屋家所蔵

長町尋常小学校 鱈〈らしの博物館所餞

を感じさせる革新的な建物であったことが 聖霊病院木館 金沢聖霊総合病院所蔵

想像されます。 また、 同じ時期の大正 5年 (1916) 頃に建てられた西家住宅（景観地区保存対

象物 ・ 国登録有形文化財）は、伝統的なアズマダチ風の意匠を踏襲した近代和風住宅であり、

武士地であった当地が近代以降もその伝統を継承しながら発展してきたことをよく伝えて

います。藩政期からの歴史的街路がよく残るからこそ、 近代以降のまちの変化を私たちに教

えてくれる歴史の重層性を感じることができる地区です。

また、 歴史的な人物として個性的な方々もおられます。 大屋よしあつ氏は、 天保 10年

(1839)生まれの加賀藩士で、 地図製作をした洋学者でもあり、 著書も多数ありますが、 金沢

でランプやこうもり傘を最初に使い、 チョンマゲも最初に切った人物としても知られます。

千田登文氏は、 加賀藩前田家13代斉泰に仕えた加賀藩士で、 西南戦争に出征し、 西郷隆盛

の首を発見した男として有名な人物です。歴史的建造物や土塀や庭國だけでなく、金沢の歴

史や文化を語る上で欠かせない物語がこの地にはたくさんあります。
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